
河
内
園
南
一
品
安
及
び
喜
志
石
器
時
代
遺
跡
調
査

梅

原

末

、冶

島

田

貞

彦

河

内

の

固

に

於

け

る

石

器

時

代

の

遺

跡

ざ

し

て

は

南

河

内

郡

園

府

村

の

包

合

地

の

外

同

じ

く

山

崎

直

方

氏

の

調

査

に

な

る

同

郡

中

野

村

及

山

田

村

の

二

個

所

の

遺

物

後

見

地

の

知

ら

れ

た

る

に

止

ま

り

、

永

く

他

に

数

ふ

べ

き

遺

跡

の

報

告

に

接

せ

ざ

b
き
.
然
る
に
昨
年
我
が
文
科
大
事
の
園
府
遺
跡
調
査
じ
際
し
吾
人
は
南

河
内
郡
喜
志
村
仁
於
て
嘗
時
南
坊
城
氏
の
新
に
接
見
せ
る
包
合
地
を
踏
査
し
て
遺
物
を
蒐
集
し
、
つ
い
で
、
旬

日

を

出

で

十

し

て

偶

然

の

機

曾

よ

日

~

中

河

内

郡

南

高

安

村

字

思

智

に

比

較

的

慶

大

な

る

遺

跡

の

存

在

を

知

b
、
接
掘
品
を
得
た
る
さ
共
に
、
七
月
下
旬
賞
地
に
臨
み
て
其
の
賦
態
を
明
に
す
る
こ
さ
を
得
た
り
.
此
の
二
者

は
地
、
闘
府
さ
隔
た
る
遠
か
ら

F
る
が
上
に
其
の
遺
跡
の
性
質
殆
ん
ざ
一
致
し
て
、
研
究
上
彼
此
相
啓
接
す
る

所
少
な
か
ら
十
.
き
れ
ば
共
に
未

r精
細
な
る
皐
術
的
調
査
を
遂
げ
た
る
に
非
ぎ
る
も
、
こ

L

に

附

載

し

て

其

の

遺

跡

芭

遺

物

さ

の

大

略

を

皐

界

仁

紹

介

す

る

所

あ

ら

ん

ど

す

.

円詮〕

(
1
)昨
年
六
月
上
旬
磁
禄
東
成
都
総
江
町
大
字
今
闘
の
鈴
江
川
よ
り
、

川
床
改
修
工
事
に
mm
し
剣
舟
た
終
調
ぜ
る
あ
り
υ
同
月
十
四
日
、

積
回
於
授
民
党
同
町
長
の
賜
に
際
じ
て
本
皐
の
小
川
敬
授
さ
共
に

之
が
貧
地
の
調
査
や
試
み
ら
ろ
υ

此
の
時
余
亦
随
従
し
れ
り
し
が

常
時
工
事
た
骨
ぜ
る
苧
阿
仁
三
郎
氏
、
前
年
拾
得
ぜ
る
古
器
物
た

携
へ
て
鑑
定
込
請
へ
り
o
就
い
て
九
る
に
思
智
務
見
の
石
器
土
器

類
に
し
て
頗
る
注
目
す
べ
き
遺
ロ
聞
な
り
o

Z
同
人
の
同
地
に
遺
跡
の

存
在
た
知
れ
る
貨
に
此
の
偶
然
の
機
合
よ
り
し
て
な
り
U

四
九



遺

跡

の

欣

態

五
O 

第

a己

与主

思

智

の

遺

跡

第

節

遺

跡

の

放

態

南

高

安

村

大

字

恩

智

は

生

駒

山

脈

の

麓

に

近

き

傾

斜

面

に

あ

り

。

村

落

の

存

す

る

部

分

は

土

地

霊

地

肢

を

な
し
て
西
に
延
び
、
奮
大
和
川
の
名
残
を
留
む
る
恩
智
、
玉
串
の
隔
川
は
之
を
緯
り
て
流
れ
、
自
ら
古
く
部
落
の

費

達

す

べ

き

地

勢

を

錯

す
a

村
の
西
方
、
思
智
一
脚
一
祉
の
御
旋
所
天
王
の
杜
の
附
近
よ
り
雨
後
往
々
石
鉱
の
類
を

拾

得

せ

る

者

あ

る

事

は

古

く

地

方

人

士

に

知

ら

れ

た

る

が

二

昨

年

五

月

、

同

地

萩

原

吉

太

郎

氏

が

家

屋

建

築

の
錦
土
砂
を
要
し
、
某
の
所
有
に
係
る
宇
茶
の
木
の
畑
を
切
り
下
ぐ
る
に
嘗
り
、
偶
然
多
く
の
土
器
石
器
の
類

を

接

見

し

て

其

の

或

物

は

関

係

者

の

有

に

蹄

し

、

平

田

仁

三

郎

氏

の

分

は

侍

へ

ら

れ

て

吾

人

の

注

意

に

上

れ

る
な
り
.
園
版
載
す
る
所
の
完
全
な
る
土
器
石
器
は
何
れ
も
此
の
際
出
土
せ
る
も
の
に
係
る
。

今

遺

跡

の

賦

態

K
見
る
に
天
王
の
社
は
村
の
宙
端
に
近
く
、
標
高
約
十
七
米
突
あ
り
、
南
北
康
く
其
の
東
西

三

四

町

の

聞

は

緩

な

る

傾

斜

を

な

し

下

b
て

玉

串

川

の

床

さ

な

る

。

杜

の

南

方

人

家

の

黙

在

せ

る

畑

地

の

表

面

に

は

二

子

石

の

石

屑

散

飢

し

て

往

々

石

鉱

石

錐

等

を

混

じ

、

繭

生

式

土

器

及

び

搭

食

の

破

片

亦

之

を

認

む

る
を
得
べ
く
、
其
の
地
域
比
較
的
廃
大
に
し
て
前
後
敷
町
歩
に
及
べ
る
が
如
し
。
前
記
茶
の
木
畑
の
地
は
此
の

西
南
隅
の
傾
斜
面
に
し
て
、
北
部
に
接
せ
る
松
岡
七
兵
衛
氏
の
所
有
地
三
共
に
今
や
全
く
化
し
て
田
ざ
な
り
、

南

北

凡

そ

入

十

時

の

聞

東

方

畑

地

さ

の

具

に

高

さ

七

尺

内

外

の

断

層

を

作

れ

b
。
遺
物
殊
に
土
器
片
は
此
の

田

の

部

分

に

於

レ

て

多

数

に

存

在

し

て

包

合

の

量

の

豊

富

な

る

を

恩

は

し

む

。

遺

物

接

見

の

賦

態

に

就

い

て

は

前

年

工

事

に

開

典

せ

り

さ

云

ふ

平

田

氏

は

、

地

下

約

七

人

尺

に

し

て

砂

利



屠
あ
り
、
次
に
黒
色
土
あ
り
、
城
の
根
石
之
に
つ
ぎ
氏
の
所
臓
の
器
物
は
更
に
下
層
よ
り
出
で
た
る
な
り
さ
云

へ
h
，
然
れ
ざ
も
之
に
従
へ
ば
唐
位
鈴
り
に
深
く
し
て
司
貫
際
に
於
け
る
断
層
面
の
七
尺
に
過
ぎ
ぎ
る
さ

致

せ

子

、

且

つ

其

の

城

の

根

石

さ

稽

す

る

如

き

恐

ら

く

有

名

な

る

恩

智

左

近

の

城

塞

の

そ

れ

を

指

せ

る

な

ら

ん

も
、
地
勢
上
其
地
に
城
の
存
在
を
想
像
す
る
能
は
子
、
未
だ
俄
か
に
依
る
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
.
之
が
詳
細
は

事
術
的
の
就
寝
掘
調
査
を
行
ふ
に
あ
ら
‘
ざ
れ
ば
素
よ
り
確
買
に
す
る
こ
さ
不
可
能
な
る
も
、
幸
に
し
て
吾
人
の

(
1
)
 

嘗
初
調
査
の
際
上
述
断
層
面
の
内
、
北
端
仁
一
部
分
三
角
形
に
遺
存
せ
る
土
地
に
於
レ
て
、
地
下
約
二
尺
よ
り

四
尺
に
至
る
居
間
に
石
屑
及
び
婚
生
式
土
器
を
包
合
し
‘
以
下
砂
利
屠
さ
な
れ
る
を
認
め
、
亦
東
方
の
崖
部
に

あ
り
で
は
、
中
村
某
氏
の
住
宅
の
南
に
接
す
る
部
分
仁
於
レ
て
、
地
下
約
四
尺
五
寸
の
屠
位
に
園
版
に
載
す
る

が
如
き
捕
生
式
土
器
の
破
片
の
多
量
に
包
合
せ
る
を
知
り
た
り
。
是
等
よ

b
推

せ

ば

其

の

包

合

の

状

態

略

ほ

園

府

の

そ

れ

さ

同

じ

く

、

奮

大

和

川

の

沖

積

せ

る

砂

利

居

の

上

部

黒

色

土

中

じ

ゐ

る

も

の

さ

認

め

て

可

な

る

が
如
く
、
た
い
γ

彼

に

比

し

て

包

合

の

土

居

の

深

さ

を

加

へ

た

る

に

過

ぎ

ぎ

る

べ

し

。

而

し

て

此

の

推

測

は

昨

年

(
2
)
 

入

月

鳥

居

龍

藤

氏

の

遺

跡

接

掘

の

結

果

に

依

る

も

略

ぽ

信

子

ぺ

き

な

り

.

ハ
2
)

大
正
六
年
七
月
二
十
四
日
、
国
津
金
吾
君
さ
共
に
調
査
ぜ
ろ
際

の
質
見
に
依
る
。

鳥
届
龍
減
氏
の
思
智
遺
跡
の
竣
掘
り
結
果
に
就
い
て
は
大
正
六

年
入
月
十
一
日
の
大
阪
勾
日
新
聞
紙
上
に
同
行
岩
井
武
俊
君
の

筆
に
な
る
次
の
記
事
あ
リ
、
此
の
遺
跡
の
扶
態
た
知
る
資
料
さ

す.へ

L
、

「
天
王
杜
の
南
西
昨
小
字
茶
の
木
の
畑
地
盤
に
な
っ
て
居
る
場

所
が
有
望
だ
さ
て
土
地
の
所
有
者
松
岡
七
平
氏
の
快
諾
た
得

て
一
人
の
人
夫
さ
四
人
の
車
夫
さ
で
幅
五
尺
長
さ
ニ
間
代
か

リ
竪
に
掘
っ
て
見
る
、
四
五
寸
ば
か
り
同
堆
土
此
の
間
に
は
治

ん
ど
何
物
も
出
な
い
、
そ
れ
か
ら
下
.
か
有
機
物
た
交
へ
れ
鋪
め

に
黒
土
さ
な
っ
て
居
ろ
:
:
:
立
浪
な
線
形
或
惜
し
れ
大
石
器
、
有

紋
仙
…
紋
の
禰
生
式
土
器
の
破
片
さ
交
っ
て
石
鎗
O

石
鍬
の
完
全

な
る
も
り
my
ら
殆
ん
ザ
」
大
形
石
器
で
小
形
の
も
の
も
交
っ
て
数

十
個
土
器
の
破
片
は
業
の
数
存
知
ら
ず
・
・
・
・
・
・
黒
土
は
地
下
三
尺

位
で
穂
、
き
、
下
す
ろ
に
従
っ
て
殆
ん
ど
一
物
た
も
後
見
ぜ
な
い

以
下
の
地
層
は
此
の
溢
元
大
和
川
の
流
域
で
あ
つ
れ
さ
見
hw
て

小
石
砂
利
の
暦
さ
な
っ
て
居
る
」
云
々
。

円
註
円
1
〉

遺

跡

の

扶

態

五



恩

智

の

遺

獄、

五

第

二

節

石

器

(
園
版
第
十
八
、
第
十
九
)

き
て
恩
智
遺
跡
費
見
の
石
器
に
は
磨
製
打
製
の
雨
種
あ
り
.
然
れ
ど
」
も
磨
製
は
従
来
援
見
せ
ら
れ
た
る
も

の
平
田
氏
所
蔵
の
石
斧
一

さ
石
庖
丁
二
個
あ
る
を
知
る
の
み
に
し
て
、
遺
物
の
大
部
分
を
占
む
る
は
後
者
に

等
頗
る
園
府
の
遺
跡
の
そ
れ
さ
類
似
せ
る
は
注
意
に
値
す
。
今
其
の
一

麗
し
.
而
し
て
其
の
製
作
及
び
用
材
の
駄
に
於
レ
て
、
亦
た
多
量
の
石
屑
に
混
じ
て
所
謂
組
製
大
形
品
を
出
す

々
に
就
じ
て
形
賦
を
見
る
に
打
製
の

遺
物
ざ
し
て
は
石
鉱
石
槍
を
先
づ
敷
ふ
べ
し
.
前
者
は
吾
人
の
得
た
る
資
料
多
か
ら
ぎ
り
し
も
形
に
三
角
形

柳
葉
肢
の
二
都
類
稲
川
切
り
さ
三
角
形
に
柄
を
有
す
る
一
例
(
情
議
寸
)
あ
り
・
亦
其
の
類
品
に
し
て
大
形
異
形
の

一
に
(
冊
一
議
)
一
端
宇
よ

b
智
曲
し
て
鎌
賦
を
墨
せ
る
を
見
る
u

南
端
共
に
歯
を
附
せ
る
は
石
匙
に
近
き
用
に

供
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
む
.
石
錐
の
類
さ
認
む
べ
き
も
の
は
其
の
残
快
一
を
(
叩
州
問
)
得
た
る
の
み
、
石
槍
の
類

は
略
ぽ
形
の
見
得
る
も
の
こ
さ
破
片
数
個
を
蒐
集
せ
り
。
形
賦
岡
版
第
十
九
に
示
せ
る
如
(
大
形
の
一
が
石

剣
さ
も
稽
す
べ
き
形
を
取
れ
る
を
(
嗣
咽
)
除
き
で
は
何
れ
も
普
通
見
る
式
に
し
て
特
に
記
す
べ
き
な
し
・
た
L
V

其
の
製
作
に
至

b
て

は

長

大

な

る

他

の

一

頗

る

巧

妙

仁

成

b
嘗

代

に

於

け

る

此

の

程

技

術

の

進

歩

を

窺

は

し
む
。費

見
の
所
調
大
形
石
器
類
は
同
じ
〈
園
版
第
十
入
、
十
九
に
其
の
一
部
分
を
園
示
し
た
り
。
此
の
類
猶
多

f

石
屑
三
共
に
石
器
の
竿
以
上
を
占
む
.
中
に
長
方
形
の
属
平
な
る
石
材
の
周
園
じ
加
工
し
て
打
製
石
斧
の
形

態
を
な
せ
る
も
の
(
制
球
v
)

楕

問

形

の

石

片

の

周

囲

に

歯

を

附

し

て

石

庖

丁

の

如

き

用

途

に

供

せ

し

か

さ

思

は
る
破
片
向
上
)
及
分
銅
形
打
製
石
斧
の
竿
ば
か
さ
考
へ
ら
る
、
遺
品
(
明
上
)
等
あ
L
y
e

さ
れ
ざ
全
き
形
を
現
は
さ



十

し

て

車

に

石

面

の

打

快

き

じ

依

り

人

工

の

加

は

れ

る

を

推

測

せ

し

む

る

に

過

ぎ

ぎ

る

も

の

亦

た

少

な

か

ら
す
(
崎
磯
計
)
猶
ほ
注
意
を
惹
け
る
は
直
径
二
寸
四
分
大
の
固
形
の
二
子
石
な

b
向
上
)
形
賦
よ
り
し
て
所
謂

た
、
き
石
(
出
向
同
吋

5
2
日
8
4の
類
な
り
さ
認
め
ら
る
.

磨
製
石
器
三
個
の
内
特
記
す
ぺ
き
は
石
斧
な
り
。
(
閣
議
寸
)
長
三
寸
一
分
あ
り
、
黒
味
を
帯
び
た
る
鎚
質
磐
石

戸宮内
g
B
o
z
oω包
∞
一
三
日
)
を
磨
研
し
て
作
れ
る
も
の
に
し
て
光
準
を
有
す
.
形
賦
は
普
通
に
見
る
磨
製
の
石
斧

さ
は
大
レ
に
趣
を
異
に
し
て
片
歯
の
撃
扶
を
呈
し
上
面
は
中
央
部
少
し
〈
凹
入
せ
り
，
此
の
程
の
石
斧
の
接

(
1
)
 

見
の
従
来
皐
界
に
知
ら
れ
た
る
例
は
主
ざ
し
て
関
西
地
方
に
し
て
近
江
園
東
浅
井
郡
朝
日
村
宇
尾
上
、
大
和

へ2
)

(3
)

高
市
郡
新
津
村
大
字
一
小
字
東
常
門
、
伯
香
園
東
伯
郡
高
麗
村
、
肥
後
図
宇
土
郡
轟
村
字
宮
ノ
庄
貝
塚
等
に
過

ぎ
ぎ
る
が
が
し
。
而
し
て
上
記
数
ケ
所
に
於
け
る
共
存
の
遺
物
を
見
る
に
高
麗
村
の
不
明
な
る

一
を
除
き
て

は

近

江

大

和

共

に

粥

生

式

土

器

さ

件

出

し

肥

後

轟

の

遺

跡

亦

た

捕

生

式

さ

関

係

あ

る

土

器

を

費

見

す

る

を

以

て

皐

者

の

中

に

此

の

形

肢

の

石

器

を

以

て

捕

生

式

使

用

民

族

特

有

の

も

の

な

b
ざ
し
.同

様

の

類

品

の

往

々
朝
鮮
、
満
洲
よ

b
費

見

す

る

に

考

へ

之

よ

り

人

種

の

系

統

を

辿

ら

ん

ざ

す

る

あ

り
J

此

の

如

き

問

題

は

軽

々

に
論
や
る
能
は
ぎ
る
固
よ
り
な
る
も
、
此
の
遺
跡
亦
た
同
様
の
例
を
示
す
は
注
意
す
べ
き
事
寛
吉
云
は
ぎ
る

べ
か
ら
歩
。
(第
入
園
)

石
庖
丁
は
二
個
共
に
略
ぼ
同
形
な
り
.
石
材
は
石
斧
さ
同
じ
〈
麗
質
磐
岩
に
し
て
、
形
賦
は
背
の
部
分
弧
線

を

な

し

此

の

部

の

中

央

線

に

近

(

二

個

の

小

孔

あ

b
瓦
は
一
直
線
を
な
し
且
つ
片
歯
な
り
。
(
細
川
綿
一十
)
破
損

あ
る
も
.
大
な
る
一
は
復
原
す
れ
ば
長
約
五
寸
五
分
さ
な
る
べ
〈
、
他
は
之
よ
り
も
和
小
な
る
が
如
し
.
而
し
て

使
用
の
潟
仁
瓦
部
の
著
し
(
磨
滅
せ
る
を
認
め
ら
る
.

石

器

五
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(
2
)
 

此
の
石
斧
長
五
寸
六
分
あ
り
。
融
閣
制
布
石
錦
、
岡
石
斧
、
潟
生
式
土

器
の
査
さ
共
に
尾
上
の
琵
琶
湖
底
百
尋
の
庭
よ
り
融
政
見
ぜ
る
も

の
な
り
さ
云
ふ
o
何
れ
も
同
地
筒
井
幼
左
衛
門
民
の
品
川
駁
口
同
な

り
寸
先
に
償
問
敬
授
同
地
放
行
の
際
調
査
ぜ
ら
れ
し
所
に
依
る
o

新
津
村
大
字
一
の
遺
跡
よ
り
は
此
の
稜
石
斧
数
個
た
出
ぜ
り
o

本
事
に
織
す
る
一
口
長
三
寸
五
分
の
厚
手
に
し
て
石
質
は
同
じ

く
嬰
質
務
岩
な
り
o
此
の
地
口
北
の
穏
石
器
の
み
な
ら
ず
、
各

(
3
)
 

績
の
石
器
、
腕
公
式
土
器
た
伴
出
し
煩
る
注
目
す
.
へ
き
遺
跡
な

り
ο
昨
年
奈
良
府
間
史
蹟
勝
地
調
査
含
じ
於
い
て
之
が
第
術
的
愛

掘
た
行
ひ
れ
れ
は
近
く
其
の
結
巣
公
に
ぜ
ら
る
べ
し
υ

此
の
石
器
近
く
角
間
政
治
氏
の
般
に
節
ぜ
る
も
の
に
し
て
、
長

六
寸
一
分
あ
り
o
宮
ノ
在
の
貝
塚
ぱ
別
項
鈴
木
欲
授
の
論
文
民

見
ゆ
る
入
品
川
浴
後
見
し
れ
る
遺
跡
な
リ
u

此
の
石
器
は
人
骨
の

附
近
よ
り
肉
土
ぜ
り
さ
一
耳
ふ
。

(設
)

(
1

)

第

告官

土

器(
悶
版
第
十
九
乃
至
第
二
十
三
)

土

器

は

接

見

品

頗

る

豊

富

仁

し

て

国

府

の

小

破

片

の

多

き

仁

比

し

て

完

形

を

存

せ

る

も

の

少

な

か

ら

や

.

是

等

は

二

帯

震

の

破

片

の

表

面

に

混

在

せ

る

外

、

悉

く

捕

生

式

土

器

の

系

統

に

属

し

、

各

種

の

形

式

を

包

括

し

て

土

器

の

併

究

上

興

味

あ

る

資

料

を

奥

ふ

。

今

形

の

簡

車

な

る

も

の

よ

り

順

次

其

の

形

放

を

一

瞥

せ

ん

か

。

先
づ
皐
ぐ
べ
き
は
皿
.
鉢
の
類
な
り
.
雨
者
共
に
完
全
な
る
も
の

一
あ

b
.皿
は
口
径
三
寸
七
分
高
さ
入
分
、
薄

手
の
巧
な
る
製
作
に
し
て
(
叩
議
寸
)
後
世
の
祭
器
に
見
る
所
主
全
〈
同
一
式
に
属
す
.
鉢
し
は
之
に
反
し
て
、
厚
手
の

粗

雑

な

る

作

り

に

な

り

式
土
器
本
来
の
特
色
を
示
せ
よ
羽
…
弦
)
・

一
見
頗
る
古
拙
に
し
て
、
赤
褐
色
の
表
面
に
一
部
分
黒
味
を
帯
ペ

る

所

あ

る

は

捕

生

口

径

六

寸

内

外

高

さ

四

寸

一

分

あ

h
.
別

に

此

類

の

破

片

さ

認

む

ぺ

き
も
の
に
縁
部
の
外
側
に
一
僚
の
突
起
部
の
附
着
せ
る
黒
褐
色
の
破
片
(
間
一
議
一
一
)
さ
縁
の
上
部
水
平
に
庚
〈

其

の

一

端

の

内

側

に

少

し

〈

突

出

せ

る

二

を

認

め

た

り

.

査

は

其

の

種

類

最

も

多

接

に

し

て

破

片

に

は

種

々

の

形

式

あ

h
.
中

に

就

ν
て

形

の

略

ぼ

完

全

な

る

も

の

三
を
見
る
.
一

は
所
謂
蒲
生
式
土
器
の
特
有
な
る
形
芝
認
め
ら
る
無
花
果
形
に
し
て
(
羽
械
ゆ
)
底
は
突
起
し
て

土

器

五
五



恩

智

の

遺

跡

五
六

安
定
な
ら
す
二
一
は
萩
原
吉
太
郎
氏
の
所
識
に
係
る
も
の
(
情
引
に
)
高
さ
七
寸
五
五
刀
あ
り
、
頭
部
殆
ん
ざ
聞
か
今
筒

般
を
墨
し
肩
部
に
環
肢
の
把
手
あ
る
は
其
山
特
色
吉
見
る
べ
(
、
桁
)
焼
失
し
亡
僅
仁
某
の
跡
を
存
す
る
に
過

ぎ
ざ
る
も
大
形
質
用
的
山
も
の
な
り
し
が
如
し
・
其
の
三
は
瓶
形
に
し
て
(
情
城
鴎
)
手
法
稲
々
他
の
土
器
の
赤
褐

色
な
る
さ
異
な
り
、
表
面
頗
る
滑
か
に
し
て
色
黒
昧
を
帯
び
た
る
褐
色
よ
り
成
り
縄
紋
土
器
に
似
た
る
所
あ

刻
線
を
鏡
ら
す
.
此
の
三
種
の
壷
の
内
第
一
類
は
類
一
品
多
く
固
版
第
廿
一

旬
、
口
部
削
ら
れ
た
る
を
以
て
全
形
明
確
な
ら
ぎ
る
も
.
現
存
の
高
さ
二
寸
九
分
あ
り
、
頭
部
さ
肩
部
仁
二
僚
の

(
2
)
 

の
仰
に
示
す
土
器
の
上
宇
及
び
岡

第
廿
二
の

mw
は
共
に
其
の
式
に
属
す
、
但
し
後
者
は
底
部
に
径
一
寸
七
升
あ
る
底
を
有
せ

b
e

次
.に
記
す
べ
き
は
此
の
程
土
器
の
口
部
さ
底
の
破
片
な

b
。
口
部
は
国
府
の
遺
跡
に
於
け
る
さ
同
じ
〈
頭

部
の
形
式
に
、
縁
部
の
僅
に
開
き
之
に
切
り
目
あ
る
比
較
的
小
形
の
壷
(
調
川
崎
廿
)
・
頭
部
の
筒
般
を
な
せ
る
(
調
印
叩
廿
)

類
よ
り
、
頚
の
著
し
く
外
方
に
開
き
て
縁
部
の
幅
庚
〈
上
下
に
延
び
外
側
に
文
様
を
表
は
し
・
(
咽
城
町
一
ニ
い
い
2
U
)
亦

は
幅
庚
き
線
部
が
顎
よ
り
上
に
附
着
せ
る
も
の
(
冊
一
九
均
一
一
)
等
の
種
々
の
別
あ
え
第
七
固
に
示
す
形
式
固
に
就

て
見
る
べ
し
.
底
部
は
是
れ
亦
略
ぽ
国
府
遺
跡
の
そ
れ
さ
類
似
し
て
、
側
面
に
グ
ピ
レ
部
を
有
す
る
式
多
数
を

占
め
底
面
は
少
し
く
内
側
に
凹
入
し
て
中
じ
は
糸
底
形
を
墨
せ
る
あ
り
.
而
し
て
注
意
を
惹
け
る
は
底
の
内

面
よ
り
外
部
に
困
孔
の
貫
通
せ
る
破
片
の
存
せ
る
さ
(
咽
調
印
十
一
)
側
面
の
ク
ピ
レ
部
に
指
紋
の
迩
の
残
れ
る
事

な
り
(
悩
現
時
)
前
者
は
其
の
用
途
を
窺
ふ
貼
に
、
他
は
土
器
の
製
作
を
考
ふ
る
上
仁
興
味
あ
る
資
料
た
る
な
り
・

特
殊
の
形
肢
の
器
ざ
し
て
は
蔓
の
類
あ
り
J

一
-
帽
を
得
た
り
二
は
径
三
寸
五
分
厚
き
一
寸
三
分
の
固
板
形
を

な
し
(
畑
山
川
糊
)
内
側
凹
み
て
土
器
を
置
く
に
便
に
せ
る
も
の
、
他
は
筒
肢
を
な
せ
る
式
に
し
て
、
上
下
南
端
聞
き

一
は
以
て
之
に
依

h
器
の
安
定
を
保
た
し
め
他
は
査
の
類
を
載
す
る
装
置
さ
な
す
.
此
の
後
者
は
類
品
多
〈
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内
に
筒
部
に
敷
僚
の
刻
線
の
存
す
る
あ
え
(
咽
側
一
終
刊
に
口
均
)
由
来
牽
は
不
安
定
な
る
土
器
の
多
き
原
始
時
代

ざ
し
て
製
作
せ
ら
れ
、
や
が
て
之
が
他
の
器
さ
結
合
し
て
積
々
の
複

に
於
い
て
は
嘗
然
必
要
な
る
器
具
の
一

雑

な

る

形

を

生

す

る

は

車

じ

蒲

生

式

の

み

な

ら

十

藩

震

仁

於
h
t

て

多

く

認

め

ら

る

こ

え

こ

〉

仁

改

め

て

説

く
の
要
な
し

ψ

さ

れ

ざ

此

の

種

土

器

に

於

レ

て

は

器

が

不

安

定

な

る

特

殊

の

外

形

を

取

る

よ

り

斯

〈

の

如

き

瀞
離
せ
る
蔓
一
方
に
多
く
行
は
れ
つ
冶
あ
る
は
注
意
に
値
す
べ
〈
、
上
過
肩
部
に
於
け
る
把
手
さ
共
じ
土
器

費
達
の
階
段
上
に
於
け
る
捕
生
式
土
器
の
位
置
を
窺
は
し
む
る
も
の
な
り
.

か
、
泊
る
壷
さ
他
の
器
物
の
結
合
せ
る
形
式
ご
し
て
靖
生
式
に
多
〈
見
る
は
高
亦
な
り
。
此
の
遺
跡
出
土
の

品

に

は

脚

の

種

類

仁

上

部

中

空

筒

肢

を

な

し

下

部

に

近

く

急

に

聞

き

で

あ

た

か

も

漏

斗

を

逆

じ

な

せ

る

如

き
式
(
叩
誠
「
)
t、
中
部
よ

b
漸
次
外
側
に
響
曲
し
て
聞
け
る
式
の
二
者
あ
り
.
而
し
て
之
は
下
部
じ
圃
孔
あ
る

こ
さ
〉
共
仁
一
一
般
捕
生
式
じ
於

ν
て
見
る
所
な
り
・
複
合
形
式
の
第
二
に
敷
ふ
べ
き
は
壷
附
査
な
り
。
(
畑
山
川
瑚
)

口
部
頭
僅
に
聞
け
た
る
の
み
に
て
鉢
に
近
く
台
は
轡
曲
し
て
こ
、
に
三
個
の
困
孔
を
有
す
.
従
来
援
毘
の
捕

生

式

じ

往

々

類

例

を

見

る

式

な

り

き
て
是
等
土
器
は
現
は
れ
た
る
文
様
を
験
す
る
に
、
そ
の
施
さ
れ
た
る
所
は
殆
ん
ざ
肩
部
及
び
綾
部
に
限

ら
れ
他
に
及
ぼ
十
‘
文
慌
の
分
子
は
直
線
紋
最
も
多
数
を
占
め
波
紋
刷
毛
目
紋
之
仁
つ
ぎ
、
猶
固
紋
さ
切

b
目

紋
の
二
者
あ
り
。何
れ
も
頗
る
車
簡
な
る
も
の
に
し
て
、
中
仁
は
二
個
の
分
子
を
混
用
せ
る
あ
る
も
、
縮
紋
土
器

に
見
る
の
如
き
分
子
は
全
〈
之
を
認
め
?
。
此
の
結
は
上
越
園
府
の
遺
跡
よ

b
も
猶
一
層
車
純
に
し
て

般

捕

生

式

土

器

に

通

有

の

性

質

を

表

は

せ

る

に

過

ぎ

ざ

る

な

り
e

〔註
U
(

1

)

是
れ
さ
悶
一
形
式
の
蜜
大
和
岡
高
市
郡
新
津
村
大
字
一
の
石
器

時
代
遺
跡
よ
り
愛
見
ぜ
ら
れ
大
ろ
あ
り
υ
本
山
彦
一
氏
之
た
綴

這

物

五
七



恩

智

の

遺

跡

五
入

す
。
完
存
し
て
把
手
の
形
式
た
見
る
ぺ

L
U

(oニ
闘
版
第
二
十
一
闘
の
ー
は
一
見
、
台
附
の
査
の
如
、
す
外
形
た
曇

ぜ
る
も
、
之
は
無
花
呆
形
の
査
の
下
b
T
さ
土
器
裏
さ
別
々
の
器

た
所
有
者
が
接
合
し
て
一
器
さ
ぜ
る
な
り
。

第

二

章

宣
同
志

の

遺

跡

第

節

遺

跡、

の

紋

日芭

喜

志

村

の

遺

跡

は

岡

村

の

北

端

に

近

く

宇

木

戸

山

の

領

内

よ

り

西

浦

村

大

字

束

坂

田

じ

亘

る

地

域

に

あ

り
。
地
は
石
川
の
流
れ
に
浩
ひ
て
其
の
西
方
仁
沖
積
せ
る
牽
地
の
一
部
を
占
め
、
富
田
林
方
面
よ
り
緩
く
傾
斜

し
来
り
て
正
に
壷
地
の
崖
賦
を
な
し
て
降
下
せ
ん
ざ
す
る
端
の
部
分
に
近
く
位
し
、
川
昨
の
平
地
よ
り
の
高

さ
凡
そ
二
十
米
突
あ
り
。
地
勢
頗
る
国
府
の
遺
跡
に
相
類
し
て
上
古
来
落
の
接
達
す
べ
き
形
勝
の
位
置
に
嘗

(
1
)
 

れ
る
は
容
易
に
之
を
認
め
得
ぺ
し
“

き

て

遺

物

の

分

布

の

範

国

を

見

る

じ

南

は

喜

志

村

小

事

校

の

北

方

約

一

町
の
小
字
高
塚
よ
り
、
北
は
東
坂

田
村
の
領
内
宇
南
野
の
東
西
じ
柿
の
並
木
あ
る
附
涯
に
及
び
、
西
一
は
略
ぼ
束
高
野
街
道
を
限

b
束

は

台

地

端

に
至
る
。
南
北
約
五
丁
、
東
西
二
丁
の
比
較
的
慶
大
な
る
地
域
を
占
め
、
此
の
間
到
る
虞
畑
の
表
面
じ
石
器
、
石
屑
、

滞
金
.
禰
生
式
土
器
片
等
の
散
飢
せ
る
を
認
む
べ
〈
‘
就
中
木
戸
山
小
字
坂
田
ρ

タ

ケ

の

迭

は

最

も

多

く

各

種

の
石
器
類
を
見
る
さ
云
ふ
.
是
等
遺
物
の
埋
渡
航
態
仁
就
い
て
は
未

r
費
掘
調
査
を
行
は
ざ
る
を
以
て
，
之
を

明
に
な
す
に
由
な
き
も
、
吾
へ
の
近
く
調
査
の
際
遺
跡
の

一

部

な

る

字

南

野

に

於

い

て

約

三

尺

録

地

下

げ

工

事
を
な
せ
る
個
所
あ
り
.
此
の
断
面
に
就
き
て
験
す
る
に
表
土
よ

b
約

二

尺

内

外

ま

で

は

黒

色

の

土

壌

に

し



て
、
其
の
以
下
は
砂
利
屠
ざ
な

り
、
掬
生
式
土
器
片
、
石
屑
等
比
の
黒
色
土
中
に
包
合
せ
る
を
認

め
得
た
り
.
以
て

賦

態

の

一

部

を

窺

ふ

を

得

べ

仁

之

は

昨

年

入

月

鳥

居

龍

誠

氏

の

後

掘

調

査

の

結

果

ざ

し

て

侍

勺

十

所

に

劃

比
し
て
略
ぽ
相
一
致
す
る
を
見
る
。
即
ち
遺
跡
の
状
態
に
於
い
て
は
園
府
、
恩
智
に
類
似
し
、
た
ャ
雨
者
に
比
し

て
少
し
く
其
の
包
合
居
の
浅
き
を
異
に
す
る
に
過
ぎ
ぎ
る
が
如
し
。

門
詮〕
J1
)

遺
跡
の
地
A

ず
の
詳
細
に
至
り
て
は
陸
地
測
定
部
二
市
内
分
一
地
形

国
富
岡
林
岡
崎
に
就
い
て
見
5
.
へ
し。

(2
)

木
戸
山
村
杉
村
氏
の
談
に
依
5
0

(3
)
大
正
六
年
八
月
十
七
日
大
阪
毎
日
新
聞
所
鉱
山
石
井
薙
両
氏
「
石

器
時
代
濯
質
調
査
(十
九
こ
参
照
。

第

二

節

遺

物

(周
版
第
二
十
四
)

接
見
の
遺
物
中
、
石
器
は
石
屑
さ
共
仁
多
数
を
得
た
り
，
是
等
は
石
庖
丁
を
除
き
で
は
全
部
打
製
に
し
て
二

子

石

を

打

ち

快

き

て

作

れ

る

も

の
な
る
こ
さ
国
府
、
恩
智

の
そ

れ
さ
全
然
同
一

な
り
.
器
の
形
肢
は
石
鉱
最
も

多
く
石
錐
、
石
槍
の
類
あ

b
.此
の

石

銑

は

柳

葉

肢

の

も

の

多

数

を

占

む

る

こ

さ

園

版

第

二

十

四

に

示

す

が

如

く

長

さ

一

寸

入

分

よ

b
七

分

に

亘

る

各

種

あ

b
.外
に

三

角

形

の

鱗

あ

り

是

は

下

部

に

込

み

を

有

す

る

式

な

り
・
石
錐
は
大
形
さ
小
形
に
別
つ
ぺ
く
、
小
形
の
一
は
(
叩
感
一
一
一
)
頭
部
候
損
せ
る
も
製
作
の
精
巧
な
る
稀
仁
見
る

所
な
hノ

e

石
槍
は
吾
人
の
採
集
せ
る
も
の
僅
に
一
片
に
止
ま
り
尖
端
を
焼
失
せ
る
も
‘
形
式
手
法
共
に
南
高
安
費
見

の

一
さ
全
然
軌
を

一
に
し
た
り

e

次
に
打
製
品
に
は
一
定
の
形
肢
を
な
き
ゃ
¥
不
正
形
の
遺
品
少
な
か
ら
宇
.
木
の
葉
放
を
な
せ
る
大
形
品
、
喫

、遺

物

五
九



喜

怠

の

遺

跡

，、。

形
の
断
片
.
大
な
る
石
剣
の
一
部
分
か
芭
考
へ
ら
る
〉
も
の
等
あ
り
.
此
の
類
に
し
て
而
も
形
成
の
大
な
る
じ

は
南
坊
城
氏
所
識
の
三
角
形
の
打
製
品
を
見
る
.
こ
れ
は
長
さ
三
寸
六
分
、
厚
一
す
入
分
あ

b
、
国
府
遺
跡
に
於

、い

け
る
所
謂
大
形
石
器
さ
同
種
な
る
も
.
打
も
快
き
頗
る
巧
妙
な
り
.

磨
製
の
石
器
ざ
し
て
は
石
庖
丁
を
得
た
る
の
み
，
(
醐
明
一
符
)
破
片
二
個
に
就
い
て
見
る
に
共
仁
片
忍
に
し
て

此
の
部
一
直
線
を
墨
し
、
背
の
部
分
弧
線
よ
り
な
る
こ
さ
上
来
記
述
の
遺
品
さ
異
な
る
な
く
、
た
し
V

形

賦

少

し

〈
細
長
き
類
の
如
し
.
其
の
破
片
の
一
に
は
中
央
に
近
く
閲
孔
あ
り
.
他
の
一
は
端
の
部
分
な
る
を
以
て
之
を

見
十
.

土
器
は
園
府
、
恩
智
に
於
け
る
が
如
く
豊
富
な
ら
子
。
加
ふ
る
に
砕
片
多
く
し
て
形
放
を
窺
ふ
能
は
ざ
る
類

な
る
も
‘
五
回
人
の
獲
た
る
所
じ
就
い
て
見
る
に
、
一
二
の
帯
震
の
破
片
を
除
き
で
は
何
れ
も
赤
褐
色
若
し
く
ば

灰
褐
色
の
素
焼
じ
し
て
、
中
に
壷
の
口
部
の
破
片
、
頭
部
の
一
部
分
さ
思
は
る
〉
も
の
あ

b
.亦
た

表

面

に

直

線

紋
、
刷
毛
目
紋
を
有
す
る
片
を
認
む
べ
く
所
謂
蘭
生
式
土
器
の
系
統
に
属
し
て
園
府
‘
思
智
さ
向
性
質
な
る
を

知
る
可
し
.


